
2022 年 9 月 15 日 

環境活動レポート 

有限会社福島商事 
（2022 年度：2021 年 8 月～2022 年 7 月） 

≪ ご 挨 拶 ≫ 

 

有限会社福島商事は１９９８年創業以来資源回収業として歩んでまいりました。 

私共の活動は自然環境に対する貢献が大きいことを重く受け止め、次ページの環境

方針を基に環境活動を展開し、地球環境にやさしい企業としてあるべく、環境への

配慮も企業活動の大きな役割としてとらえ邁進しております。 

近年は一般廃棄物収集運搬、産業廃棄物収集運搬も行い、産業廃棄物においては排

出業者様へのリサイクル提案をさせて頂いております。 

以下「環境活動レポート」としての取り組みをまとめましたので、私たちの取り組

みをご高覧の上、ご指導、ご指摘をいただき次の環境活動に生かして行きたいと存

じます。 

   有限会社 福島商事  

                                   代表取締役 大﨑悠太 

 

≪ 目次 ≫ 

 

Ⅰ. 環境方針              P-1 

 

Ⅱ. 事業活動の規模           P-2、3 

 

Ⅲ. EA21推進体制           P-4 

 

Ⅳ. 環境目標とその実績        P-5 

 

Ⅴ. 環境活動の取組計画と評価     P-6、７ 

 

Ⅵ. 環境関連法規制の遵守       P-7 

 

Ⅶ. 経営者の評価           P-7 



 - 1 -   

 

Ⅰ．環境経営方針 

               

              ＜  基本理念  ＞ 

 (有)福島商事は、廃棄物の収集運搬業者として環境に優しい収集・運搬業務に心がけ､

かつ廃棄物のリサイクル推進活動を行い地球環境保全に配慮し、 

持続的発展社会の実現に向けて貢献いたします。 

 

 

＜  基本方針  ＞ 

      

１. 事業活動において関係する法令、規制を守り業務にあたります。 

 

２. エコドライブによる環境負荷への低減の為、アイドリングストップ及び収集 

ルートの効率化を図り、省エネと排気ガスの抑制に取り組みます。 

 

３. 自ら発生する廃棄物や水資源の使用量を、消滅するよう取り組みます。 

 

４．収集運搬業者としての社会的・環境的位置づけを再確認した上で、事業者から 

出る廃棄物量の抑制の指導や、リサイクル化への提案をしていきます。 

  

５．環境保全に関する目的・目標を設定し、取組結果を点検・評価することにより 

環境マネジメントシステムの継続的改善につなげていきます。 

 

６．環境理念･方針を積極的に開示し、地域社会とのコミュニケーションを行い 

信頼構築に努めます。 

 

     ～ この環境方針は、社内外に公表します ～ 

                           2008 年 9 月 1 日 

    2016 年 9 月 1 日改訂 

  2021 年 8 月 1 日改訂 

                        有限会社 福島商事 

                       代表取締役 大﨑悠太 

Ⅱ．組織の概要 
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事業者及び代表者名 

有限会社 福島商事 

   代表取締役社長     大﨑悠太 

1. 所在地 

〒３７０－０７０１ 群馬県邑楽郡明和町南大島１０６１ 

TEL ０２７６－８４－２６０８ 

FAX ０２７６－８４－２６６３ 

Ｅ-mail fukushima.syouzi@sea.plala.or.jp 

 

2. 環境管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者：  大崎 悠太                  

       連絡先       ：  大崎 悠太      

 

3. 認証登録の範囲  全組織、全活動を対象とする 

        

4. 事業の内容 

【総合資源回収業】 

【一般廃棄物収集運搬業】 

明和町  第 470号  （有効期限 R3.4.1～R5.3.31） 

（特定家庭用機器一般廃棄物） 

邑楽町  第 9号   （有効期限 R3.3.5～R5.3.4） 

（可燃ごみ（紙くず・繊維くず）） 

板倉町  第１号   （有効期限 R3.4.8～R5.4.7） 

（一般廃棄物（し尿、浄化槽汚泥を除く） 

加須市  第 144号    （有効期限 R3.4.1～R5.3.31） 

（家電４品目（家電リサイクル法対象商品）） 

館林市  第 773号   （有効期限 R4.10.1～R6.9.30） 

（一般廃棄物） 

     【産業廃棄物収集運搬業】 

        群馬県  許可番号 01000105139 （有効期限 H30.8.12～R5.8.11） 

 （燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙屑、

木屑、繊維屑、動植物性残さ、ゴム屑、金属屑、ガラス屑・コンクリー

ト屑及び陶磁器屑、鉱さい、がれき類、ばいじん、以上 16種類）     
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埼玉県  許可番号 1104105139   （有効期限 R4.3.17～R9.2.26） 

 （燃え殻、廃プラスチック類、紙屑、木屑、繊維屑、金属屑 

  ガラス屑･コンクリート屑及び陶磁器屑、がれき類、以上７種類）  

 

          栃木県  許可番号 0900105139   （有効期限 R4.2.13～R9.2.12） 

        （廃プラスチック類、紙屑、木屑、繊維屑、ゴム屑、金属屑、ガラス屑、   

         コンクリート屑及び陶磁器屑、がれき類、以上 8種類） 

 

5. 事業の規模   

   法人設立年月日 H10.12.8 

資本金 ： 3,000,000円 

売上高 ：区分 A(5億円未満) 

      ﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞ：平方米 1,1,73平方米  

    車 両 ：4ｔパッカー車    3台   4ｔアームロール   2台 

   8ｔ平ボディ車     1台 2ｔ平ボディ車     1台 

           4ｔ平ボディ車    1台   フォーク        2台 

           軽トラック     2台 

 

6. 処理実績（2021年 8月～2022年 7月） 

環境への負荷の自己チェック  

受託した産業廃棄物と再生資源 

処理方法等 

収集運搬 

  

  

  

  

  

  

  

  

廃棄物等種類 処分方法等 処理量ｔ 

廃プラスチック類 選別 破砕 55.35 

木くず  選別 破砕 8.92 

ガラス陶磁器くず  選別 破砕 0.58 

計  64.85 

   

金属屑  再生資源 602.36 

ダンボール・新聞  再生資源 530.12 

計  1132.48 

一般ごみ  1690.54 

収集運搬量合計 2887.87 

  ７．産業廃棄物料金 

      種類、数量により異なるので、見積らせていただきます。 

  ８．再生資源 

      時価相場により、買い入れいたします。 
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Ⅲ. ＥＡ21 推進体制 

承認 作成 

大﨑 大﨑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職名 役割 

【最高責任者】 代表取締役社長 大﨑 悠太 

① 環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には、現在の責務

に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。 

② エコアクション２１の構築・運用・維持に必要な経営諸資源（人材・資金・機器設

備・技術技能を含む）を準備する。 

③ 環境方針を制定する。 

④ エコアクション２１の構築・運用に関する情報を収集し、環境方針・環境目標をは

じめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。 

【環境管理責任者】 代表取締役社長 大﨑 悠太 

① エコアクション２１に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図り、目的を達

成するために環境委員会を運営する。 

② エコアクション２１の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しのための

情報として、構築・運用に関する情報を最高責任者に提供する。 

【事務局】 大崎 野恵 

① 事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション２１に関する実務全般

を所管する。 

【環境委員会】 最高責任者・環境管理責任者・事務局で構成し、６ヶ月に 1 回環境管理責任者が招集

する。環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗管理について協議する。環境管

理責任者が必要と認めた者は出席することができる。 

【環境管理責任者】 

大﨑 悠太 

【環境委員会】 

（６ヶ月 1 回開催） 

【事務局】 

大崎 野恵 

【最高責任者】 

代表取締役社長 

大﨑 悠太 



 - 5 -   

 

Ⅳ．環境目標とその実績 

        

 当社に於ける 2022 年度(2021 年 8 月～2022 年 7 月)の環境負荷実績と、業務、設備の増

加などを考慮し、基準値を再設定し、2022 年度、2023 年度、2024 年度までの目標を下記

のとおり定め活動を開始した。 

 

１． 主要な環境目標と環境負荷・実績 

 

環境目的項目 管理実施項目 単位 

 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

基準値 目標 実績 目標 実績 目標 実績 

二酸化炭素排

出量の削減 

電力の削減 kwh 5359 
5305 

（1％減） 

5236 

（2.3％減） 

5252 

（2％減） 
 

5198 

（3％減） 
 

ガソリン使用の削減 ℓ 772 
764 

（1％減） 

760 

（1.5％減） 

757   

（2％減） 
 

749   

（3％減） 
 

軽油使用の削減 ℓ 15298 
15145 

（1％減） 

14997 

（2.0％減） 

14992 

（2％減） 
 

14839 

（3％減） 
 

二酸化炭素排出量 kｇ-CO2 43324 
42891 

（1％減） 

42838 

（1.1％減） 

42458 

（2％減） 
 

42024 

（3％減） 
 

水使用量の削減 ㎥ 220 
218 

（1％減） 

218 

（1％減） 

216  

（2％減） 
 

213   

（3％減） 
 

廃棄物の削減 ｋｇ 57 
56 

（1％減） 

52 

（8.8％減） 

56    

（2％減） 
 

55    

（3％減） 
 

リサイクル提案件数    件 2 2   2 2  2  

4S 活動の推進 回 12 12 12 12  12  

 

＊ 東京電力 2018 年度実排出係数：0.455 (kg-CO2/KWh) 
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Ⅴ．環境活動の取組計画と評価 

 

2022年度 環境活動の取組と評価 

取組計画 評価 

① 二酸化炭素排出量の削減 達成状況【〇】  

・電力の節減 本年度は、細かい節水と回収ルートの見直し等に 

・照明・ＰＣ電源不要時のＯＦＦ推進 より電気量、軽油使用量の削減に取り組んだ。 

・エアコン清掃の実施 結果として目標を達成できた。 

・エコドライブ推進 ※次年度も継続して取り組む 

・社用車の点検・整備  

・移動ルートの事前確認の徹底  

② 水資源投入量の削減 達成状況【〇】 

・隔月の使用量確認 今年度は、洗車時の節水等、こまめな節水により 

・節水表示 目標達成できた。 

 ※次年度も継続して取り組む 

③ 廃棄物の削減 達成状況【○】 

・裏紙使用及び細かな分別の徹底 ※次年度も継続して取り組む 

④ リサイクル提案推進 達成状況【○】 

・従業員への勉強会 ※次年度も継続して取り組む 

⑤ ４S活動の推進 達成状況【○】 

各自の持ち場を決めて短時間で集中して取組む 毎月の４S活動により社内環境の改善、作業の効 

 率化が図れた。 

 ※次年度も継続して取り組む 
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Ⅵ．環境関連法規制の遵守状況 

 

（1） 当社に適用となる主な環境関連法規 

自動車から排出される窒素酸化物の特定地

域における総量の削減等に関する特別処置

法 

規制地域への乗入注意 遵法 

下水道法 排水基準の遵守 遵法 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 許可業の更新 

顧客へのマニフェスト回付 

自社マニフェスト保管、交付状況報告 

遵法 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行例  遵法 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規

則(一般廃棄物) 

遵法 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規

則(産業廃棄物)  

遵法 

騒音規制法 特定施設届出 

基準値遵守 

遵法 

振動規制法 特定施設届出 

基準値遵守 

遵法 

（2） 2022 年 7 月 10 日に遵法チェックを実施し、環境関連法規への違反はありません。 

 

Ⅷ．経営者の評価 

 

１． 環境管理責任者からの報告に対する評価コメント 

   今年度は、すべての項目ともに目標達成することができた。 

しかしながら、まだ改善の余地があると思われるので、現状の分析を行い、次年度

以降につなげられるよう努力していきたい。 

 

 

２． 環境方針・環境目標・環境活動計画・実施体制・環境経営システムについての変

更の必要性 

   環境改善を常に心がけることにより、マンネリに陥りがちな環境目標を見直し 

今後も環境改善を推進していくこととする。 


